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Ⅰ　はじめに──災害と動物

　災害は人類にとって大きな課題である。人類は、自
然災害や人為的災害に直面してきた。また、未来の予
期できない災害リスクから逃れることは不可能であ
る。たとえ災害を予期できたとしても、早急に避難し
たり十分な対応をとったりすることは極めて難しい。
火山噴火、地震、津波、高潮、旱魃、台風、洪水、豪
雨といった自然災害は、社会に甚大な被害をもたらす
ことが多い。近年、地球温暖化の影響により、海面上
昇で沈む島々や、エルニーニョ及びラニーニャ現象に
伴う農業の不振、赤潮の発生による漁業への打撃、家
畜の伝染病、高温による熱中症、そして感染症の蔓延
によるパンデミック等が、人類の日常生活だけでなく、
生存基盤を大きく脅かしている。また、これらの災害
に伴い、交通網の麻痺、物価の上昇、都市のロックダ
ウン、紛争、原子力事故、そしてデマの流布のような
人為的災害が被害を極度に増大させる。自然災害と人
為的災害は切り離すことができず、同時に対策をとる

必要がある。災害は人類にとって過去、現在、未来に
おいて世界中のどこにおいても避けることができない
災厄である。
　一方で、インフラの増強による防災や減災、災害の
記憶を通して、人類は何度も災害を乗り越えてきた。
人類は災害から学ぶことができ、回復力も備えている。
更に、人類は災害の要因を科学的に解明しようと試み
てきた。
　一般的な科学は、災害の解消や解決を図ることを目
的としてきた。そして、俗信を排除することが「科学
的」であると広く認識されてきた傾向がある。しかし、
俗信の中には一定の根拠や整合性があるものがあり、
それらは民族科学の領域を占める（レヴィ＝ストロー
ス 1976）。民族科学は、西洋的思考により未開のレッ
テルを張られてきた。しかし、人類は在来の民族科学
によって、災害を解釈し、社会の安寧を図ってきた面
もあることに注意が必要である。
　本稿では、災害（自然災害及び人為的災害）に対す
る人類の観念について民族科学を念頭に置き、人類学
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の視座から検討する。特に、災害を引き起こすと考え
られている海の動物に焦点を当てた考察を行う。人類
はしばしば災害の原因を動物の仕業と解釈し、それを
鎮めることを災害解決の方法であると理由付けしてき
た。このような災害の「動物化」は世界中の広い範囲
で確認できる。すなわち、人類は基本的にどこでも同
じように物事を解釈する普遍特性を持つ（ブラウン 

2002）。
　ただし、人類は単に動物を災害の原因として否定的
に解釈してきたわけではない。むしろ、災害を超えて
動物が人類に益をもたらす側面についても創造してき
た。災害を引き起こすとされる動物は、翻って人類の
命を救う存在となる。このことは、災いを益に好転さ
せようとする人類の創造性の豊かさを象徴する。
　世界の中でも特にアジア太平洋地域の海域では、危
機に瀕している人間を海の動物が救うという観念が広
く確認できる。このような観念は、一神教以前の人類
の普遍特性や人間性に基づく自然崇拝と捉えることが
できる。本稿では、フィリピンの海域のパラワン島南
部における先住民とムスリムを対象に、人間に危害（災
害）を及ぼすと一般的に考えられている海のメガファ
ウナ（大型野生動物）の中でも特に危険視されている
サメとワニに焦点を当て、これらの動物が人間の命を
救うという観念について報告する。そして、このよう
な観念が当該の地域社会において、どのような文化的
な役割や機能を持つのか検討することを目的とする。
　本稿は、筆者のこれまでの関連論文（辻 2012, 

2022, 2023; Tsuji 2021, 2022）の内容に基づく箇所があ
るが、新たな知見を加えて大幅に発展させたものであ
る。また、本稿の主なデータは15年程前に得たが、
将来的に生じうる災害について対処していくためにこ
こで敢えて取り上げることは重要であると考える。災
害は過去からしか学べない点が多いことも、本稿でや
や古い過去のデータを典拠に再考する理由である。更
に、フィリピン地域研究の分野では災害に関する厚い
研究（Bankoff 2002; Warren 2024）はあるものの、災
害と動物との関係には言及されていない。よって、本
稿において、災害を動物というレンズを通して新たに
捉え直すことを期する。

Ⅱ　海の動物と災害に関する先行研究

１　動物が災害を引き起こすという観念

　世界では、動物が災害を引き起こすという観念が広

く分布する。例えば、地震の原因は、ウシ、ヘビ、魚、
そして巨人であることが少なくとも確認できる（大林 

1979）。フィジーでは、地震やその他の災害は、水の
世界を統治するカミの化身である魚が引き起こすとさ
れる（後藤 1999）。ポリネシアでは、人々に飲み水を
提供する泉に生息するウナギを食べると、泉が干上が
ると考えられている（高山 2009）。オーストラリアの
アボリジニの間では、蛇行する川の地下に潜ったヘビ
が洪水を引き起こすと信じられている（ポイニャント 

1993）。琉球列島の石垣島では、網に掛かったジュゴ
ンを救出した人々に、ジュゴンが「これから巨大な津
波がこの村を襲うでしょう」という言い回しをした。
その出来事を信じなかった人々は津波に飲み込まれて
死んでしまったという。この伝承は、1771年に実際
に起きた明和の大津波に関するものである（上勢頭 

1976）。関連して、日本各地には、巨大ナマズが地震
を引き起こすという観念が広く分布する。江戸時代に
大量に出回った「鯰絵」は、安政２年（1855年）の
江戸大地震の際の日本人の地震への対応についてユー
モアを持って描いた風刺画である（アウエハント 

2013）。また、日本人は、リュウグウノツカイを始め、
深海魚が海岸に打ち上げられると災害の予兆と捉えて
きた（保科 2015; Orihara et al. 2019）。

２　動物が災害から人間を守るという観念

　一方で、海の動物が人間の命を救うという観念も広
く確認できる。アジア太平洋地域では、魚が海で溺れ
ている人間の祖先を救ったという口承伝承が多い（矢
野 1979; 後藤 1999; Ivanoff 2001）。ミクロネシアでは、
カヌーが転覆した際に、女神の化身であるエイが人々
を救出したことから、人々はエイを捕えたり、食べた
りしてはいけない（高山 2009）。ポリネシアでは、バ
ショウカジキが航海者を波から守ったり、サメが漂流
者や転覆したカヌーを陸地に引っ張ったりする物語が
残る（トンプソン 2022）。ベトナムの漁民は、クジラ
が大津波のような壊滅的な災害を引き起こす一方、海
での苦難から航海者の命を救うカミであると信じてい
る（Anh 2022; Anh and Toan 2024）。世界各地の水域で、
大型に成長するワニは人間を死に至らしめる危害を加
えることがある。一方で、その人智の及ばない攻撃力
や生命力を霊的とみなし、翻って人間を守護すると考
える観念が存在する。実際に、マレー世界では、ワニ
を人間の守護神とみなす（後藤 1999）。
　琉球列島では、サメが海で溺れている祖先を救助し
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たという伝承が残る（矢野 1979）。筆者による調査で
も、八重山郡の特定の家系の人々は、サメが海で溺れ
ていた祖先を救助したことから、サメ肉を食べないこ
とが判明した。サメ肉を食べると、腸捻転の症状が起
きると信じられている。サメは、海神またはその使者
と考えられている（中村 2024）。
　本稿で報告するように、フィリピン・パラワン島南
部海域でも先住民やムスリムの間で、人間に危害を加
えることがあるサメやワニが人間の命を救うという同
様の観念が確認できる。人命を救助するサメやワニに
関する観念は、東南アジアやオセアニアで広く信じら
れている（Tsuji 2021）。
　生態環境の違いに応じて登場する動物は異なるもの
の、以上のように、アジア太平洋地域で災害に直面し
た人々は、災害の原因を特定の動物の責任にする一方、
動物を災害から人間の命を救う存在として捉えてき
た。

Ⅲ　調査の概要

　本稿に関する調査は、フィリピン南西部のパラワン
州に位置するパラワン島南部バタラサ郡の一村落で
行った。バタラサ郡は、パラワン州の州都であるプエ
ルト・プリンセサから車で六時間ほど南に下った地点
に位置する。先住民に加え、ムスリムの人口が歴史的
に多い土地柄であるが、現在はキリスト教徒が趨勢を
占める。農漁業が人々の主な生業である。在来の焼畑
農耕に加え、ココナツやバナナのプランテーションも
多く確認できる。また、ニッケル、コバルト、マンガ
ンの採掘も盛んであり、鉱山開発が地域の経済と生活
の発展を牽引している。一方で、移民や開発の流入は、
地域における社会・生態環境災害を引き起こしてい
る。この社会・生態環境災害の詳細については第Ⅴ章
で触れる。
　調査期間は、主に2009年９月６日～11日、そして
2010年10月26日～11月４日であった。
　調査対象には、土地の先住民と非先住民のムスリム
を選んだ。先住民はパラワン、モルボッグ、パニムサ
ン、ジャマ・マプンである。パラワンはパラワン島南
部を代表する先住民であり、アニミズムを信仰する。
モルボッグは、パラワン州南部のバラバック島を起源
とする先住民であり、イスラームを信仰する。パニム
サン（ムスリム化したパラワンであり、カラワとも呼
ばれる）は、パラワン島南部ブルックス・ポイント郡

を出自とする先住民である。モルボッグとパニムサン
は、言語文化的にパラワンに近い民族である。ジャマ・
マプンは、フィリピン南部のカガヤン・デ・タウィタ
ウィ島を起源とする先住民であり、ムスリムである。
タオスグは、フィリピン南部のホロ島を出自とするム
スリムである。タオスグとジャマ・マプンは、パラワ
ン島の歴史においてパラワン、モルボッグ、パニムサ
ンといった下位の先住民を支配した階層であり、今日
でもこれらの先住民を見下す傾向がある。
　調査方法は、聞き取りを採用した。調査言語には、
国及び島の公用語であるタガログ語を用いた。調査は、
カウンターパートであるフィリピン大学ディリマン校
国際学研究所の監督下で実施した。

Ⅳ　調査結果

１　人間の守護神としてのサメに関する観念

　パラワン島南部では、一般的にサメは獰猛なメガ
ファウナであると考えられている。しかし、少なくと
も五グループの民族集団が、サメによる危害を超えて、
サメに対して人命を救助する、あるいは自分達の祖先
とみなす観念を有している。いずれの民族集団も、サ
メが海で溺れている祖先を救助したと信じており、サ
メ肉を食べることを禁忌とする。
　バラバック島のモルボッグはアカシュモクザメ、バ
タラサ郡のモルボッグはトンガリサカタザメについ
て、人命を救助する存在とみなしている。人々は、ア
カシュモクザメ及びトンガリサカタザメを食べること
を禁忌とする。調査地の人々によると、これらのサメ
を食べると体に痛みが生じ、肌に鱗状の瘡蓋が現れる。
また、リューマチの人はこれらのサメを食べてはいけ
ないという。モルボッグの中には、トラフザメを食禁
忌の対象とする人々もいる。
　パラワンは、トラフザメを人命救助するサメとみな
し、食禁忌の対象とする。人々はこのサメは自分達の
キョーダイのような存在だと言う。もしこのサメを食
べると、命を落とすという。中には、トンガリサカタ
ザメやサカタザメを食禁忌と捉える人々もいる。
　パニムサンは、トラフザメを人命救助するサメとみ
なし、食禁忌の対象とする。人々はこのサメを獰猛で
あると考えている。彼らの中には、サカタザメについ
て、人命救助をするサメと捉える人々もいる。このサ
メを食べると体中が痒くなるという。
　ジャマ・マプンとタオスグは、サカタザメについて
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人命を救助するサメとみなし、食禁忌の対象とする。
彼らはこのサメを自分達のキョーダイのような存在で
あると信じる。また、サメのような鋭い歯を持つオニ
カマスを人命救助する魚とみなす。なぜなら、この魚
が海で溺れている自分達の祖先を救助したからだとい
う。そして、オニカマスを食禁忌の対象とする。たと
え、この魚を釣っても海に戻すという。
　上述のように、人命救助をするサメの種類には同じ
民族間でも揺れがあり、このことは調査地域における
頻繁な通婚（辻 2020）やそれに伴う文化の均質化の
影響である可能性が考えられる。
　以上、パラワン島南部の主要民族集団の間に伝わる
人命を救助するサメの観念について報告した。結果、
どの民族集団も、人命を救助するサメ（エイを含む）
の存在を独自に認めていることが判明した。なお、こ
の観念は調査地のキリスト教徒の人々の間では確認で
きなかった。パラワン島南部を出自とする民族集団だ
けでなく、フィリピン南部の島々を出自とする民族集
団の間でもこの観念が確認できることが明らかとなっ
た。すなわち、人命を救助するサメの観念は、フィリ
ピン南部の文化要素の影響が強いと考えられる。タオ
スグやジャマ・マプンといったフィリピン南部出身の
伝統的支配層のムスリムと、被支配層であるモルボッ
グ、パラワン、パニムサンといったパラワン島南部の
先住民は、人命を救助するサメを祖先とする共通の観
念を有する。以上の各民族集団を分ける一つのメルク
マールは、集団毎に種類が異なる人命を救助するサメ
の存在である。つまり、この地域では、ある人々を共
通の祖先を持つ氏族（クラン）として分類する際に、
サメという表象が用いられる。サメの種類が異なれば、
別の氏族であるというわけである。
　今日、人命を救助するサメの観念はトーテミス
ティックな分類体系を有するものの、人々が崇拝する
カミや神とほとんど結び付いていない1。しかし、遠い
過去にはサメが集団内の結束を高めたり、集団間のコ
ミュニケーションを円滑にしたり、あるいは民族間の
階層序列や統治に機能していた可能性が考えられる。
これらのことについて調査地の人々は全く意識してい
なかったが、少なくともパラワン島南部の先住民やム
スリムは、それぞれが祖先として崇める種類のサメに

1  レヴィ＝ストロースは、トーテミズムについて、「いくつかの社会集団においては、人と動植物あるいは自然の事物との間に内密
な関係を措定しようとするごく一般的な性向が、親族ないしはそのように規定されたものの集まりに具体的な名を与えるのに貢献」
しているが、「いわゆるトーテミズムはつねになんらかの形の外婚制を前提」とすると主張した（レヴィ＝ストロース 1970）。

人命を救助する存在として文化的意義を見出したこと
は確かであろう。

２　人間の病気を治癒するワニに関する観念

　一般的に、ワニは人間を襲い、死に至らしめる獰猛
な性質を持つ沿岸域のメガファウナである。フィリピ
ン各地ではワニによる人身被害が起きているが、本稿
の対象地域であるパラワン島でもワニ（イリエワニ）
による人身被害が度々起こる。ワニは汽水域で水浴び
中及び漁撈中の人々を襲う。特に、漁撈に従事する男
性の被害者が多く、死亡に至るケースも少なくない。
　フィリピン人の多くは、ワニを毛嫌いする傾向があ
る。なぜなら、ワニが家畜や人間を残忍に殺すネガティ
ブなイメージを付与された動物だからである。舟を利
用する人々はサメよりも、むしろ舟をひっくり返すワ
ニを恐れる。
　ワニはフィリピンで広くブワヤと呼ばれるが、欺瞞
的で強欲な人物のことをブワヤと表現する。フィリピ
ン人は、腐敗した政府の役人や政治家や警察官につい
てもしばしばブワヤと蔑む。スペインの植民地統治期、
スペイン人はワニを悪と危険の象徴とみなし、19世
紀までのフィリピンでの布教活動によって、一般的に
貪欲とエゴイズムと関連付けた（van der Ploeg 2013; 

van der Ploeg et al. 2011）。
　しかし、パラワンは、自分達の祖先がワニであると
語る。そして、ワニを「祖先」あるいは「祖父」と呼
ぶ。沿岸に仕掛けられた定置網にワニが掛かっても、
決して殺さず、意図的に逃す。パラワンは、ワニを食
禁忌の対象とみなしており、捕えたり食べたりするこ
とはない。ワニを食べると、人間の肌がワニの皮膚の
ような状態になると考えられている。一方で、ワニの
攻撃性に恐怖心を感じている人々も少なくない。その
理由として、彼らは、人間が過去にワニと交わした約
束を反故にし、両者の関係が崩れたからだと認識して
いる。例えば、パラワン島南部では、1940～1950年
代にかけてワニ皮を商業的に取引するためのワニ狩り
が激しく行われた。
　パラワンのワニに関する民話の中には、ワニと人間
の本来あるべき共存関係を表したものが確認できる。
特に、人命を救助するワニの民話が二つ語り継がれて
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いる。その一つの筋書きは、次の通りである。病気を
抱えた祖先が、夢に現れたお告げを基に川に行き、そ
こで巨大なワニと出会った。そして、祖先は、自殺し
ようとワニの口の中に飛び込んだ。しかし、ワニは祖
先をワニの集落に連れて行き、薬を与え病気を治癒し
た。その見返りとして、ワニは自分達を殺さないよう
祖先に約束させた。それ以来、パラワンはワニを殺さ
なくなった。
　もう一つの民話の筋書きは、次の通りである。病気
の子供を抱えた母親が、夢に現れたお告げに従い川に
行き、そこで巨大なワニと出会った。彼女はお告げの
通り、ワニの背中に子供を乗せて水浴びさせた。そう
すると、ワニは、人間とワニは共存関係にあり、決し
て殺し合ってはいけないと言った。それ以来、その子
供は一切病気をしなくなった。パラワンの社会の中で
病気をしない壮健な老人は、ワニに感謝の念を抱いて
いると考えられている。よって、パラワンは、民話の
世界の契約に基づいて、決してワニを殺すことはしな
い。また、彼らによると、ワニもまた人間を襲うこと
はない。
　以上のように、パラワンは、人間に度々危害を与え、
時には失命させるワニに対して人命を救助する動物と
いう逆説的な観念を付与していることが彼らの民話の
分析から明らかとなった。

Ⅴ　 海のメガファウナに対する観念とその

社会文化的機能

　以上のように、海のメガファウナに対する観念は、
人々の在来の自然観を反映している。海に寄り添い生
きる人々は、サメやワニと向き合ってきた。そして、
独自の観念をこれらの動物に付与してきた。特に、サ
メとワニは人間を襲う獰猛な側面を持つ。獰猛な動物
による危害は、人間にとって災厄であり災害である。
人間はこれらの動物による被害から逃れようと考えて
きた。例えば、ヤップ島やパラオ諸島では、人々はサ
メによる襲撃から逃れるために体に文身を施した（大
林 1976; 吉岡 1989）。フィリピンでは、人々の多くは、
文身という身体変工に加え（Wilcken 2010）、自分達
の物質・芸術文化にワニのデザインをあしらい、ワニ
を崇拝してきた（Casiño 1981）。人々はあらゆる機会
に文化的な対策を講じて、サメやワニの獰猛な性質を
解釈しようとしてきた。サメやワニの観念もまた、こ
のような理由の下で創造されてきたのであろう。すな

わち、これらの動物による被害を理由付けすることで、
人々は恐怖の念を最小限に抑えようとしてきた。そし
て、不安や混乱を避け、コミュニティの維持を図って
きたと考えられる。以上の事例は、人間が想像力を働
かすことにより動物がもたらす災害を乗り越えようと
してきたことを如実に示す。しかしながら、このよう
な動物に対する観念は、社会環境の急激な変化により
次第に顧みられなくなりつつあり、パラワン島南部で
は少数の人々の有する俗信として今日にかすかに存在
しているのが実情である。ただし、それが何らかの理
由で有用であるから残っている可能性も十分に考えら
れる。なぜなら、未開と言われる文化は、現実が科学
的認識の域を超えて、感覚による知覚の域で意味を持
ちうるのである（レヴィ＝ストロース 1986）。
　災害から人間を守るという動物観は、コミュニティ
の災害に対する意識を高めることに貢献してきた他、
社会秩序を維持することに役立ってきたと考えられ
る。しかし、今日のパラワン島南部の文脈では、この
ような観念は民族集団のアイデンティティを僅かに表
す指標でしかない。
　以上で見てきたサメとワニに関する動物観は、過去
にパラワン島南部でイスラーム化が進んだローカルヒ
ストリーの中で、消え去ることはなかった。むしろ、
先住民の在来の信仰と慣習がイスラームと融合した
フォーク・イスラームに発展することで先住民の根本
的な信仰システムは保持された（Casiño 1974）。こう
した動物観は、階層的なイスラームの教理が浸透する
以前の自然社会のトーテミスティックな信仰形態をよ
く反映している。
　動物が災害から人間を守るという観念は、一方で、
今日の社会・生態環境災害の中で急速に希薄化してお
り、パラワン島内での移民や開発の流入に対して極め
て無力であると考えられる。ここで、パラワン島にお
ける社会・生態環境災害について報告しておきたい。
　パラワン島南部の先住民やムスリムは、社会・生態
環境災害の危機に直面している。社会・生態環境災害
とは、自然災害ではなく、人為による災害である。
　パラワン島南部は、15世紀にフィリピン南部に発
生したムスリムのスールー王朝の支配下に置かれた歴
史がある（Warren 1999）。また、マラリアが蔓延する
地でもある。ムスリムやマラリアの脅威から、パラワ
ン島は「フィリピン最後の未開拓地」と呼ばれ、外部
の人々を長らく寄せ付けなかった。しかし、1950年
を境に、島外からより良い生活の機会を求めた大量の
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移民が押し寄せた（Eder and Fernandez 1996）。そして、
島の豊富な木材や鉱物資源を狙った天然資源開発が激
しく行われた。これらの島の社会・生態環境災害は、
島の先住民やムスリムの生活に大きく負に影響した。
特に、移民と開発の影響は、先住民やムスリムの生活
や文化を急激に変容させた。今日、島の人口の大多数
をキリスト教徒が占め、伝統的なムスリムのヘゲモ
ニーは周縁に追いやられた。それにつれて、先住民の
自然に依存した生活基盤も弱体化した。
　島の先住民は、主に焼畑農耕に従事してきた。三月
頃の乾季になると、先住民は、豊富な森林を適度に切
り拓き、火を入れ、木材を灰とする。そして、その灰
を畑の養分として作物を育てる。五月頃の雨季には、
天水を利用して作物を成育させる。十一月頃に作物を
収穫する。畑地の地力が低下すると、別の場所で同じ
作業をする。こうして、最終的に、元の畑地に戻って
くると、地力は回復している。同時に、人々は、焼畑
農耕に関連する独自の儀礼を発達させてきた（辻 

2005, 2006）。よって、生態系を過度に破壊することな
く、先住民は長年に渡り焼畑農耕に依存した生活を維
持し続けてきた。
　しかし、パラワン島南部では、移民や開発の影響に
より、先住民の焼畑農耕の伝統的システムは崩壊した。
移民は生態系を無視した破壊的な焼畑農耕を行い、そ
の結果、森林は大きく消失した（Eder 1997）。開発も
また、先住民が従来焼畑農耕に利用してきた祖先伝来
の土地利用権を奪った。移民や開発は、先住民の土地
を囲い込み、私有化した。結果、先住民は焼畑のサイ
クルを維持できなくなり、同じ畑で火入れを繰り返す
ようになり、畑の地力は極端に低下した。今日、焼畑
農耕では生活に十分なコメを栽培できなくなり、先住
民は水田地帯に定着した移民集団が栽培する水田米を
購入するジレンマに陥っている。バラバック島のモル
ボッグは、焼畑農耕が低迷したことから、彼らはキリ
スト教移民の小作となり、借金をする負債関係（debt 

relationship）に陥った。そして、社会経済的に優位で
ある移民の支配を受けるようになった（Blanchetti-

Revelli 1996）。パラワンの間では、祖先伝来の土地が
移民によって収奪された結果、パラワン独自の文化の
剝奪（deculturation）が生じた（Brown 1996）。島の先
住民タグバヌアの間では、移民による生態系に不適切
な焼畑農耕、及び鉱山開発の影響により、伝統的な森
林利用に困難が生じた。特に、主に森林で採取してき
たトウ（ラタン）やマニラ樹脂の資源量が減少し、彼

らはこれらの資源を森林の奥深くまで探索しなければ
ならなくなった（Connelly 1985, 1996）。島の先住民バ
タックの間では、移民が引き起こした森林減少により、
森林資源の探索に時間を多く費やすようになった。結
果、摂取カロリーが減少する中、消費カロリーが増加
し、身体的なストレスが生じるようになった（Cadeliña 

1982）。そして、バタックのコミュニティは疲弊し、
民族の絶滅（tribal extinction）が危惧されている（Eder 

1993）。
　以上のように、パラワン島の先住民にとって、移民
や開発の流入による彼らの社会・生態環境への甚大な
被害は災害そのものであった。社会・生態環境災害は、
社会・生態環境への被害だけに留まらず、先住民独自
の文化、祖先伝来の土地権、人々の健康にも及んでい
る。パラワン島では、現在でも移民や開発の流入が続
いており、社会・生態環境災害は一時的ではなく恒常
的である。特に、今日、キリスト教徒の人口が支配的
であり、島の人口増加、政治構造、宗教にも相当な影
響を及ぼしている。社会・生態環境災害は、回復でき
ない状態まで人間と生態環境を根本から蝕む点で相当
深刻である。
　このような中、災害から人間を守る動物に関する観
念は、変容の過程にある在来の社会や文化を記憶し、
自分達のアイデンティティを表象し、コミュニティの
紐帯を維持する宗教的側面や集団間のコミュニケー
ション機能を内包していると考えられる。そして、重
要なことは、辺縁に追いやられた先住民やムスリムが、
このような動物観を継承し現在も保持していることで
ある。加えて、これらの動物観は、今日の社会・生態
環境災害下に生きる先住民やムスリムの心意を豊かに
し、コミュニティの仲間意識を高めることに貢献して
いる可能性が高い。

Ⅵ　結論

　以上、動物が災害から人間を守る観念について、ア
ジア太平洋地域の事例を踏まえ、特にフィリピンにお
ける海のメガファウナであるサメとワニについて議論
し、その社会文化的な役割や機能の解明を試みた。
　サメやワニのような海のメガファウナは、一般的に
獰猛であり、人間に危害を加えることがある。翻って、
パラワン島南部ではサメとワニが人間の病気を治癒し
たり、海中で溺れている祖先を救ったりするという伝
承が確認できる。しかも、民族集団の違いに応じて、
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崇拝するサメの種類が異なるというトーテミスティッ
クな分類の観念も見られる。これは、人智を超えたサ
メやワニの力に対して、人間が恐怖を超えて畏敬の念
を持つことの表れである。人間はサメやワニの脅威や
被害を自らが理解できるよう解釈し、これらの動物を
畏怖することで生活に平穏をもたらそうとしてきたこ
とが窺える。
　パラワン島南部の辺縁に生きる先住民やムスリム
は、現在でもこのような動物観を有していることを本
稿では報告したが、こうした動物観は、アニミズム、
トーテミズム、そしてフォーク・イスラームが融合し
た人間と動物を調和させようとする文化的規範である
と考えられる。この自然社会の規範は、人間の宗教的
な本性や心意による災害の解釈法であり、災害を動物
の習性と結び付けて理解することが人間生活に適して
いることを示唆する。
　人間は、地球上の長い人類史の中で、災害と背中合
わせで生き抜いてきた。その過程で、人間は動物に神
格化したキャラクターを付与することで、災害にカミ
や神を近付け、神学的に災害を解釈しようとしてきた
と言える。すなわち、災害と奇跡は通常の感覚では理
解しがたい。そこで、人間は災害に動物を介入させる
ことで、宗教的に災害と奇跡は動物が引き起こすと考
え、独自の動物観を創り出したのであろう。動物は、
災害を引き起こすと同時に、人間を救う奇跡を起こす
次元に昇華する。
　動物が災害から人間を守る観念は、災害時の被害を
人間が納得して受け入れやすいように、獰猛とされる
身近な動物を親和的に採用した人々の間で語り継がれ
てきた。そして、コミュニティの安寧と維持が達成さ
れてきたと考えられる。
　また、サメやワニのような動物を人々が忌避すると
共に、崇拝するところに人間の心性の両極性を見て取
れる。この両極性は、人間性に由来し、創造性に満ち
た人間性こそ災害に対処できるという意識を涵養して
きたと考えられる。災害を解決するのは結局のところ
人間であり、人間性の宗教的側面を駆使して災害を最
小化するのも人間の為せる技である。
　しかしながら、今日、こうした動物観は希薄化の一
途を辿りつつある。社会生活の近代化や一般的な科学
知識の普及により、世界的に古い形式の観念は評価さ
れなくなりつつある。ここで「生きている遺産」とし
ての動物観を照射することは、自然と人間の関係を再
構築し、より自然の脅威を理解した防災知識や行動の

発展に資するであろうことを付言しておきたい。
　動物が災害から人間を守るという観念を探求するこ
とは、過去から現代に至る文化、社会、歴史、宗教を
始めとするローカルヒストリーの理解に繋がる。ロー
カルヒストリーの中には、災害の事件性の他、災害の
解決のためのヒントが埋め込まれている可能性が十分
にある。辺縁の先住民やムスリムの何気ないような在
来の知識を時代遅れなものとして軽視するのではな
く、民族科学として目を向けることで、今日の災害に
ついてヴァナキュラーな科学の視点に基づいた合理的
な災害対策が求められるであろう。人間と災害は切り
離せない関係にあるが、一般的な科学のみで災害が解
決できないことは周知の事実である。本稿で論述して
きたパラワン島南部のサメとワニに関する動物観は、
災害に対するコミュニティの結束を高める人々の心意
の表れであると結論付けられる。
　地球規模であらゆる災害のリスクに曝された人類
は、災害に打ちひしがれるだけでなく、そのホモ・サ
ピエンスとしての知恵を最大限に駆使して災害に臨機
応変に立ち向かえる未来志向的な融通が利く習性を持
つ。災害に関する動物観の研究は、災害を動物という
キャラクターを通して親しんで理解する社会的に有用
な術の構築に寄与するであろう。最後に、動物観は、
災害だけでなく、人間性を探求するためにも重要な視
座を提供することを指摘し本稿を締め括る。
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